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   本日のプログラム      「新会員スピーチ 」     プログラム委員会担当  

5月26 日プログラム  

「 RYLA 参加報告」  

青少年奉仕委員会担当 

6月2日プログラム  
「地域に根ざした企業のための広報戦略  
―今の時代に選ばれる情報発信とは ― 」  

広報委員会担当 

 

 

前回例会報告  
プログラム   

 

開会点鐘 

ロータリーソング  

｢四つのテスト」  

｢我らの生業」  

ゲスト紹介  

 会長の時間 

幹事報告 

委員会報告 

 ＳＡＡの時間  

財団BOX  

出席報告 

例会タイム  

 閉会点鐘 

 

 

   第2165 回例会は、多賀大社参集殿にて定刻通り開催され、
樋口会長の開会点鐘で始まりました。続いて、横見君のソン
グリーダーにより｢君が代」「奉仕の理想」を斉唱しました。  
 会長の時間では、本年度も終わりに近づき、昨年の今頃と
比べると少しずつ肩の荷が下りていくような心境であるとの
お話がありました。また、日本のロータリークラブは 2,174 ク
ラブ、地区数は 34 地区あり、その中でも 4,000 人を超える会員
数を有する地区は全国で 3地区のみであり、当地区はその一つ
で、日本でも 3位に入る大きな地区に所属していることへの誇
りについて語られました。  
 さらに、クラブ負担金の増加により事業運営が厳しさを増
している現状について説明があり、会員の皆様には心苦しい
お願いではあるものの、 2年後に控える創立 50 周年に向け、余
裕を持った事業運営を行うため、一人当たりの分担金を増額
する旨のお話がありました。  
 SAA の時間では、ニコニコ BOXの発表に続き、財団 BOXお
よび出席報告が行われました。  
 例会タイムでは、情報集会委員会報告として、テーマ｢不易
流行｣のもと、｢変えてはいけないこと｣｢変えていかなければい
けないこと｣について、各組より発表が行われました。  
1組は平塚君、 2組は横見君、 3組は木村 (匡)君、 4組は西村 (健)
君、 5組は久米君が、それぞれ限られた 4分間の中で意見を発
表されました。「変えてはいけないこと」としては、出席へ
のこだわり、地域貢献、奉仕事業などが挙げられました。一
方、｢変えていかなければいけないこと｣としては、夜の例会
のあり方、女性会員の獲得、新会員とベテラン会員との交流
促進による相談しやすい環境づくり、急な欠席によるフード
ロスへの対応、服装に関することなど、多くの貴重な意見が
出されました。  
 それぞれの意見には異なる考え方もあったかと思います
が、参加されたメンバーの皆様、班長を務めていただいた皆
様、そして意見を取りまとめ発表していただいた各組書記の
皆様に、心より感謝申し上げます。大変有意義な情報集会と
なりました。  



私の仕事 

◇ 久しぶりのような気がします … 樋口君 
◇ 情報集会報告、各班よろしくお願いします … 安田君 
◇ 情報集会報告よろしくお願いします … 土沢君 
◇ お世話になります … 川地君 
◇ 宜しく … 山脇君 
◇ よろしくお願いします … 林君 
◇ 久しぶりにお世話になります … 木村(泰)君 
◇ 多賀大社古例大祭4／18 大御供式4／22 お渡りとメ  
 ンバーの皆さんには大変お世話になりました。  
 1月3日からのすべての神事を無事に終えることが  
 できました。  
 追伸5／9に5人目の孫が生まれました … 髙木君 
◇ 3月に個人的な目標連続皆出席30 年を達成すること  
 ができました。入会当時は当たり前の様な記録でし  
 たが今は例会の回数が少ないにもかかわらず皆出席  
 が少ないのは残念です … 髙木君 
◇ 久々の情報集会でした。報告楽しみにしています  
 … 法村君 
◇ 情報集会の皆様の御意見発表よろしくお願いいたし  
 ます… 橋川君 
◇ 情報集会報告よろしくお願いします … 上田君 
◇ お世話になります … 西澤(清)君 
◇ 本日もよろしく … 松本君 
◇ 毎年情報集会の発表を聞くのを楽しみにしています  
 … 大塚君 
◇ 本日もよろしくお願いします … 國元君 
◇ 情報集会報告よろしくお願いします … 久米君 
◇ 本日は情報集会での貴重なご意見を報告していただ  
 きます。書記の皆様よろしくお願いします。  
 ガッチリ！！ … 伊藤君 
◇ 本日もよろしくお願いします … 木村(匡)君 
◇ 情報集会報告よろしくお願いします … 樋田君 
◇ お世話になります … 西澤(稔)君 
◇ 今日もよろしくお願いします … 毛利君 
◇ 本日もよろしくお願いします … 一丸君 
◇ 本日よろしくお願いします … 山口君 
◇ 本日もよろしくお願いします … 横見君 
◇ 本日もよろしくお願いします … 清水(栄)君 
 

◇ 樋口君・安田君・土沢君・中川君・山脇君・  
 田川君・林君・木村 (泰)君・髙木君・法村君・  
 橋川君・上田君・松本君・大塚君・森野君・  
 西澤(稔)君・木村 (匡)君 

 

  四つのテスト ： 1 .真実かどうか  2 .みんなに公平か  3 .好意と友情を深めるか  4 .みんなのためになるかどうか  

出席報告 会員数 当日出席 Make -Up  出席率 

  5月12 日 54(5)  38(4)  1 77.60 ％ 

  4月11 日 54(5)  32(2)  12  64.00 ％ 

  

 

 

  

 【ソングリーダー】 ◎ 一丸文孝    （随時ご指名させて頂きます）      

 【会報雑誌委員会】 委員長：國元芳伸   副委員長：清水暢彦    委員：永島  大･山口太二朗    

  四つのテスト ： 1 .真実かどうか  2 .みんなに公平か  3 .好意と友情を深めるか  4 .みんなのためになるかどうか  

 ニコニコ箱  計 64,000 円  総計 2,117,025 円 

財団BOX   計27,000 円  総計 204,000 円 

（株）泰喜建設  清水栄一 
 
 私は1966 年5月21 日に生まれ、現在
は（株）泰喜建設に携わっておりま
す。今年の 3月まで上下水道・生活用水
に関わる仕事を通じて地域社会に貢献
してまいりました。私の原点には、清
水家が長年積み重ねてきた歴史があり

ます。 1947 年に創業した清水合金製作所をはじめ、
先人たちが築いてきた技術と信頼が、今の私の礎と
なっています。  
 時代の変化とともに、会社も大きく歩みを進めて
きました。日本水道協会の指定検査工場として認定
を受け、海外企業との技術提携を行い、さらにキッ
ツグループへの参画、 ISOの取得などを通じて、品質
と環境の両面で成長を続けてきました。 2025 年には
株式会社キッツエスジーエスへと社名を変更し、新
たな一歩を踏み出しています。  
 また、休日には J2 リーグなどの公式記録員として
活動しています。試合の一瞬を正確に記録する仕事
は緊張感もありますが、その分やりがいも大きく、
私にとって大切な時間となっています。仕事とはま
た違った形で社会と関われることに喜びを感じてい
ます。  
 そして、私の人生を語る上で欠かせないのが父の
存在です。幼い頃から働く父の背中をよく見ていま
した。多くを語る人ではありませんでしたが、その
姿から「仕事に向き合う覚悟」や「責任を果たす大
切さ」を自然と学んだように思います。厳しさの中
にも優しさがあり、ふとした一言に励まされたこと
も今でも鮮明に覚えています。  
 年齢を重ねるにつれ、父の言葉や姿の意味を深く
理解できるようになりました。あの背中に少しでも
近づけているだろうかと自問することもあります
が、その問いこそが自分を前へ進めてくれていると
感じています。  
 これからも、先人たち、そして父から受け継いだ
想いを大切にしながら、地域社会に必要とされる存
在であり続けたい
と思います。そし
て次の世代へ、確
かな形でこのバト
ンをつないでいく
ことが、私の使命
だと考えていま
す。  


